
【コミュニティバスの調査】
市内を⾛っている⻩⾊い循環バスに乗って使い勝⼿を体験してきまし

た。若い世代は使うことがありませんが年配の⽅にとっては⼤事な交

通⼿段です。値段は⼀般２００円、⼦供や７５歳以上は１００円です。

本数が少なく帰りの時間まで考えると不便に感じます。これから⾼齢

化が進み、免許を返納する⼈も増えていきます。市役所の⽀所も無く

なり不便になりました。核家族化が進み頼れる親族が近くにいない場合も多いです。⾞以外で観光

に訪れた⼈もバスの時刻表を⾒て愕然としています。オンデマンドタクシーや他の公共交通機関も

含めて便利にしていく必要があります。コストが合えば移動市役所も検討するべきです。
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9⽉議会の⼀般質問の動画を右側のQRコードからご覧いただけます。

喉の調⼦が悪くモスキートが鳴くような声です。お聞き苦しい所もございま

すがご容赦ください。お忙しい⽅のためにダイナミックに要約します。

①消防の寄付⾦について
永井「団員数を減らし年額報酬を増やし寄付⾦を減らしていくべきではない

か？」

答弁「平成３０年に改正したのでしばらくは現状を維持したい。今後、関係

者と協議をしていく」

②学校の再編について
永井「飯岡中学校と海上中学校が合併して海上中学校の校舎を使う素案があ

る。飯岡地区から飯岡⼩、三川⼩、飯岡中で⼩中⼀貫校を望む声があるが選

択肢にあるか？」

答弁「⼩中⼀貫校は検討したがメリット、デメリットを考え想定はしていな

い」

永井「廃校になる学校や体育館の有効活⽤を決める前に多くの市⺠の意⾒を

聞いて欲しい。⽔族館、道の駅、武道館、介護施設、市営住宅、アーティス

トインレジデンス、レンタルオフィスなどの意⾒を頂いている」

③雇⽤の確保について
永井「⼤学や専⾨学校で都会に⾏った若者が戻って来れる雇⽤を作れない

か？」

答弁「合同企業説明会や合同就職⾯接会などを実施していて⼤学⽣も対象で

ある。若者が地元に戻って働きたいと感じるような環境づくりを研究してい

きたい。

【⽬的】IT企業を誘致・IT⼈材を育てる・旭市で起業する若者を増やす・⼈

⼝流出を減らす・移住者を増やす

④選挙公報について
永井「選挙公報の提出⽅法をアナログではなくデータにできないか？」

答弁「電⼦データの内容を確認するためのソフトの導⼊が必要。電⼦データ

やオンラインでの提出にも対応していけるか検討を進める。

  9⽉議会 ⼀般質問  9⽉議会 ⼀般質問   8⽉∼１０⽉の主な活動  8⽉∼１０⽉の主な活動

【⽇本⼀⾝近な海づくり推進事業（ぽるぽろ）】
夏だけではなく年間を通して海浜エリアを楽しめるようにイベントを企

画、運営する協議会に参加しています。第⼀回は台⾵で中⽌になりまし

たが、１０⽉２３⽇に第⼆回が開催されました。海岸清掃➡ビーチヨガ

➡ビーチダンスを⾏い約１００⼈の参加者が楽しみました。

第三回は１１⽉２７⽇に開催予定です。

【旭市戦没者追悼式】
１０⽉２０⽇に東総⽂化会館で開かれた追悼式に参列してきました。

旭市にも多くの戦死者がいる事を改めて痛感しました。⾃らの命をか

けて⽇本を守ってくれた英霊に感謝する機会になりました。遺族も

徐々に⾼齢になっていきます。戦争の悲惨さを忘れないためにも若い

⼈達がもっと追悼式に関わっていくべきだと感じました。

【保⽥⼩学校 道の駅の視察】
鋸南町にある道の駅は廃校になった⼩学校を利⽤しています。これか

ら旭市では学校の統廃合が進んでいきます。当然ながら廃校になる校

舎、体育館が発⽣します。それらの施設を有効活⽤しなければなりま

せん。上⼿くいっている事例を数多く視察して、需要・コストパフォ

ーマンス・未来の構想などを考慮しながら提案していきます。



この討議資料は議員個人が発行しております
ご意見、感想、苦情などがございましたらお
気軽にご連絡下さい。この資料に関する市役
所へのお問い合わせはご遠慮下さい。

最近の座右の銘

　変化を起こせるのは
　　　チャレンジャーと変わり者

『九⼗九⾥浜浸⾷対策について』
千葉県で『九⼗九⾥浜浸⾷対策』が策定されました。３０年間で３４０億円の事業で

す。九⼗九⾥浜すべての区間で幅４０メートルの砂浜を確保するのが⽬的です。旭市で

は⽬那川東側の消波ブロックが撤去されました。趣旨が周知されないまま⼯事が始まっ

たので市⺠から不安の声を頂きました。「また砂浜がなくなってしまう。怖い」「せっ

かく砂浜ができたのにどうして撤去するんだ」という意⾒が多かったです。決して砂浜

を無くそうとする計画ではありません。砂浜が広すぎる場所から砂浜がない場所へコン

トロールしたり、飯岡漁港に堆積している⼟を活⽤して養浜します。⾃然が相⼿ですの

で⻑期間で様⼦を⾒ながら計画を進めていきます。海沿いにお住いの⽅々に不利益にな

ることはありませんのでご安⼼ください。

 ⾃分も含めて事前の周知が⾜りなかったと反省してお

ります。この計画は２０２０年に策定されてのですが、

知ったのが２０２２年の夏でした。県の事業でも、市に

直接影響があったり、⼯事の範囲に含まれる場合は周知

をしなくてはならないと思います。市の広報には是⾮こ

ういった県の事業も取り扱って欲しいです。⾃分も出来

る限り重要な情報は発信していきます。
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『公職選挙法を考える』
成⽥の某ホテルで公職選挙法やコンプライアンスについて勉強してきました。この法律は⼀般の感

覚とは乖離していて今すぐに改正して欲しいです。例えば議員は有権者に年賀状、お礼状、お歳暮

お⼟産などが渡せません。何かを貸出しするのも違法となります。頂き物をしてもお返しもできま

せん。他には、お茶はOKですがジュースはNGです。まんじゅうはOKでケーキはNG。個⼈から

候補者に１５０万までの現⾦はOKで飲⾷物はNG。なんてめちゃくちゃな悪法でしょう。選挙告

⺬⽇前の運動はできません。政治活動はOKです。ですので選挙について⾔わなければ演説も可能

です。しかし、実際は選挙の前にパーティーや勉強会を開き投票の依頼を⼤々的に⾏います。これ

は与野党関わらずやっています。こんな事を書くなと怒られそうですが、だったら法律を変えろ

よ！と思ってしまいます。投票率が低い⼀因は公職選挙法にもあると思います。⼾別訪問の禁⽌が

あるからです。⾃分の知り合いや⽀持者、地域の皆様と意⾒を交換する⼀番の⽅法をナゼ禁⽌する

のですか？賄賂を渡す機会を防ぐためですか？しかし、実際の賄賂は⾒過ごされています。本市で

はありませんが、選挙のある時だけお中元やお歳暮を配る候補者がいます。こういう⾏為が発覚し

ても警察が注意をするだけです。⾦品を配っている段階で失格、逮捕で良いと思います。それをせ

ずに個別訪問や道端でのビラの配布など、有権者との交流を奪う規制をしているのが⾺⿅げていま

す。選挙カーで名前を連呼するのにも理由があります。⾛⾏中の演説は禁⽌されています。例外と

して認められているのが「選挙運動のための連呼⾏為」つまり『名前の連呼』になります。ですの

で私は選挙カーをやりたくありません。やるなら候補者全員を集めて持ち時間５分の合同演説会で

もやれば良いと思います。⽇本の官僚は⽳をふさぐために⽳だらけの法律を作ります。本⾳と建て

前を無くして規制するべき事をしっかりと規制して、その他は⾃由にしなくてはいけないと思いま

す。選挙で規制しなくてはいけない事は『賄賂』と『⾦のかけすぎ』です。体を使って政策を訴え

る活動は制限を無くすべきではないでしょうか。少し愚痴っぽくなりましたがグレーゾーンで疑⼼

暗⻤の中でやる選挙を少しでも改善したいです。若い⼈が⽴候補しやすいように、クリーンでお⾦

のかからない選挙に改正することが急務です。
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痛風が治らない( ﾉД`)ｼｸｼｸ…

マイナンバーカード普及２０２４年秋に紙の保険証が無くなる。お年寄りが取り残されないように対策が必要！！

取り組みたい事

野焼き問題

家庭ゴミの焼
却を無くして

いく。

周知を徹底す
る。農業を営

む上で

やむを得ない
野焼きは除く

会派で勉強会
議員のグループを作り効率的に勉
強会や意⾒交換会を開く。お互い
に切磋琢磨し未来を描く☆

デジタル地域通貨の導⼊
地域の活性化に繋がっている先進
事例がある。調査、研究して⾏政
に提案していきたい

旭市の知名度を上げる

ロケを誘致したり効果
的な発信を

する。知名度が上がれ
ば「ふるさ

と納税」「移住者」が
増える


